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権
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護
委
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身
近
な
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談
員
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人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
か
ら
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受

け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
救
済
手

続
き
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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中
傷
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常
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伊
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局

　

服
部
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３
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目
１
１
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•
特
設
相
談
所

　

相
談
日
・
場
所
な
ど
は
広
報
い
が
市
の
毎

月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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み
ん
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の
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１
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•
子
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１
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０
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•
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の
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８
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人
権
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人
権
の
大
切
さ
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
の
イ

ベ
ン
ト
で
啓
発
活
動
を
し
た
り
、
保
育
所

（
園
）
・
学
校
を
訪
問
し
て
人
権
の
大
切
さ
を

わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
問
い
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津
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方
法
務
局
伊
賀
支
局
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・
０
８
０
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・
１
８
９
１

○
人
権
政
策
課

　

☎
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・
９
６
８
３　

℻  
22
・
９
６
８
４
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人
権
擁
護
委
員
は
、
法
律
に
基
づ

き
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

で
、
伊
賀
市
に
は
17
人
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
経
歴
の
人
が
い
て
、
皆
さ

ん
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
権
擁
護
委
員
は
、
相
談
者
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
問
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容
は
絶
対
に
第
三

者
に
漏
ら
し
た
り
公
表
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ

ニ
レ
タ
ー
や
特
設
相
談
所
の
設
置
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
日
々
の
生
活
の
中
で
悩
み
事
が

あ
っ
て
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か

迷
っ
た
ら
、
安
心
し
て
私
た
ち
人
権
擁
護

委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

伊
賀
人
権
擁
護
委
員
協
議
会会長

森下　政實さん

ひゅーまんフェスタ 2019での人権七夕人権教室

人
権
擁
護
委
員
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

相
　
談

啓
　
発
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　11 月 13 日㈬、横浜赤レンガ倉庫イベント広場（神

奈川県）で、第 24 回全国女性消防操法大会が開催さ

れます。この大会は、女性消防隊の技術向上と消防活

動を充実するため、２年に１回開催されています。

　今年は三重県代表として伊賀市消防団女性分団が出

場します。

　大会では、軽可搬ポンプから３本のホースを伸ばし

て 60 ｍ先の標的を落とし、その際の安全性・確実性

とその速さを競います。

　女性分団から７人の代表選手を選抜し、５月から週

２～３回、昼間の仕事を終えたあと、午後７時から９

時 30 分まで訓練に励んでいます。また、選手以外に

も各分団から多くの消防団員が駆けつけ、訓練の補助

にあたっています。

　大会当日は訓練の成果を十分に発揮したいと思いま

す。皆さんのご声援をよろしくお願いします。

◆ 伊賀市消防団女性分団

全国女性消防操法大会に出場します
【問い合わせ】消防本部消防救急課　☎ 24-9115　℻   24-9111　 shoubou@city.iga.lg.jp

　芭蕉翁の功績を称えるため、翁の旧暦の命日にあわ

せて式典を行います。

【と　き】　11 月 12 日㈫

○式典：午前９時 30 分～

○講演会：午前 10 時 20 分～ 11 時 30 分

※絵手紙・手向句集・菊などを展示します。

※芭蕉公園の散策も楽しんでいただけます。

【ところ】　萬壽寺（柘植町 7373 番地）

◆講演会

○演題：奥の細道とふるさと伊賀

○講師：芭蕉翁記念館　学芸員　髙井　悠子

【問い合わせ】

○芭蕉翁記念館　☎ 21-2219

○（公財）芭蕉翁顕彰会　☎ 21-4081

　今年で 55 回目の俳句大会です。講演会と選句・披

講・選評・表彰を行います。

【と　き】　11 月９日㈯

○受付：正午～　○開会：午後１時～

※投句は午後１時で締め切ります。

【ところ】　阿山保健福祉センター　ホール

【定　員】　120 人

【選　者】　行方　克己・石井　いさお・伊藤　政美・

橋本　輝久・宮田　正和　※敬称略

◆講演会

○演題：定住漂泊の時代と旅

○講師：俳誌「知音」代表　行方　克己さん

【問い合わせ】

　伊賀支所振興課　☎ 45-9111　℻   45-9120

◆ 芭蕉翁を偲び、式典と俳句大会を行います

しぐれ忌・しぐれ忌俳句大会
【問い合わせ】文化交流課　☎ 22-9621　℻   22-9619　 bunka@city.iga.lg.jp

しぐれ忌 しぐれ忌俳句大会
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